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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ２ 部 門 第 ５ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 6 年 1 0 月 1 7 日 ( 2 0 2 4 . 1 0 . 1 7 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 3 / 1 7 5 9 6 6
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 4 - 5 0 7 4 6 6 ( P 2 0 2 4 - 5 0 7 4 6 6 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｂ ６ ０ Ｗ 3 0 / 1 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｇ ０ １ Ｃ 2 1 / 3 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｇ ０ ８ Ｇ 1 / 1 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｂ ６ ０ Ｗ 3 0 / 1 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｇ ０ １ Ｃ 2 1 / 3 4 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｇ ０ ８ Ｇ 1 / 1 6 　 　 　 Ｄ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 8 月 9 日 ( 2 0 2 4 . 8 . 9 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の 地 図 デ ー タ ベ ー ス １ ３ に 格 納 さ れ て い る 高 精 度 地 図 情 報 の 説 明 図 で あ る  
。 高 精 度 地 図 情 報 は 、 車 線 単 位 の 情 報 （ す な わ ち 車 線 情 報 ） と し て 、 車 線 基 準 線 （ 例 え ば  
車 線 内 の 中 央 の 線 ） 上 の 基 準 点 を 示 す ノ ー ド の 情 報 と 、 ノ ー ド 間 の 車 線 の 区 間 態 様 を 示 す  
リ ン ク の 情 報 を 含 む 。 す な わ ち 高 精 度 地 図 情 報 は 、 複 数 の ノ ー ド と こ れ ら を 接 続 す る 複 数  
の リ ン ク と に よ っ て 車 線 形 状 を 表 す （ 言 い 換 え れ ば 、 複 数 の リ ン ク の 接 続 に よ っ て 車 線 形  
状 を 表 す ） 地 図 情 報 で あ る 。
　 図 ２ の 例 は 、 第 １ 道 路 Ｒ １ 及 び 第 ２ 道 路 Ｒ ２ の 車 線 の 車 線 形 状 を 表 す 高 精 度 地 図 情 報 の  
例 を 模 式 的 に 示 し て い る 。 第 １ 道 路 Ｒ １ に は 車 線 Ｔ Ｌ １ 及 び Ｔ Ｌ ３ が 設 け ら れ 、 第 ２ 道 路  
Ｒ ２ に は 車 線 Ｔ Ｌ ２ が 設 け ら れ て い る 。 以 下 の 説 明 に お い て 車 線 Ｔ Ｌ １ 及 び 車 線 Ｔ Ｌ ２ を  
そ れ ぞ れ 「 第 １ 車 線 Ｔ Ｌ １ 」 及 び 「 第 ２ 車 線 Ｔ Ｌ ２ 」 と 表 記 す る 。
　 第 ２ 道 路 Ｒ ２ は 、 第 １ 道 路 Ｒ １ か ら 分 岐 す る 道 路 で あ り 、 第 １ 道 路 Ｒ １ か ら の 第 ２ 道 路  
Ｒ ２ の 分 岐 が 開 始 す る 開 始 地 点 Ｐ ｓ と 分 岐 が 完 了 す る 完 了 地 点 Ｐ ｅ ま で の 区 間 を 「 分 岐 区  
間 Ｓ ｊ 」 と 表 記 す る 。 例 え ば 、 第 １ 道 路 Ｒ １ は 高 速 道 路 等 の 自 動 車 専 用 道 路 の 本 線 で あ っ  
て よ く 、 第 ２ 道 路 Ｒ ２ は 本 線 か ら 分 岐 す る 分 岐 路 で あ っ て よ い 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ ら の 自 律 操 舵 制 御 に お い て 自 律 走 行 制 御 部 ３ ４ は 、 目 標 走 行 軌 道 を 生 成 し て 、 目 標  
走 行 軌 道 に 沿 っ て 走 行 す る よ う に 車 両 挙 動 制 御 装 置 １ ９ を 制 御 す る 。 こ の た め 、 自 律 走 行  
制 御 部 ３ ４ は 、 軌 道 生 成 部 ３ ４ ａ と 車 両 制 御 部 ３ ４ ｂ を 備 え る 。
　 軌 道 生 成 部 ３ ４ ａ は 、 高 精 度 地 図 情 報 と 、 現 在 位 置 情 報 と 、 周 辺 状 況 認 識 部 ３ ２ の 認 識  
結 果 に 基 づ い て 目 標 走 行 軌 道 を 生 成 す る 。 車 両 制 御 部 ３ ４ ｂ は 、 軌 道 生 成 部 ３ ４ ａ が 生 成  
し た 目 標 走 行 軌 道 に 沿 っ て 自 車 両 １ が 走 行 す る よ う に 車 両 挙 動 制 御 装 置 １ ９ を 制 御 す る 。  
例 え ば 目 標 走 行 軌 道 に 沿 っ て 自 車 両 １ が 走 行 す る よ う に ス テ ア リ ン グ ア ク チ ュ エ ー タ を 制  
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御 し て も よ く 、 左 車 輪 と 右 車 輪 の 間 に 駆 動 力 差 や 制 動 力 差 を 付 与 し て も よ い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 例 え ば 、 軌 道 生 成 部 ３ ４ ａ は 、 車 線 変 更 支 援 制 御 や ル ー ト 走 行 支 援 制 御 に よ っ て 、 第 １  
道 路 Ｒ １ の 第 １ 車 線 Ｔ Ｌ １ か ら 第 ２ 道 路 Ｒ ２ の 第 ２ 車 線 Ｔ Ｌ ２ へ の 車 線 変 更 が 行 わ れ る か  
否 か を 判 定 し て よ い 。
　 第 １ 車 線 Ｔ Ｌ １ か ら 第 ２ 車 線 Ｔ Ｌ ２ へ の 車 線 変 更 が 行 わ れ る 場 合 、 例 え ば 軌 道 生 成 部 ３  
４ ａ は 、 第 １ 車 線 Ｔ Ｌ １ か ら 第 ２ 車 線 Ｔ Ｌ ２ が 分 岐 を 開 始 す る 分 岐 開 始 地 点 Ｐ ｓ よ り も 第  
１ 所 定 距 離 Ｌ １ 手 前 の 地 点 に 自 車 両 １ が 到 達 し た 時 点 で 、 高 精 度 地 図 情 報 の リ ン ク 形 状 に  
基 づ く 目 標 走 行 軌 道 の 生 成 を 開 始 し て よ い 。
　 車 両 制 御 部 ３ ４ ｂ は 、 分 岐 開 始 地 点 Ｐ ｓ よ り も 第 ２ 所 定 距 離 Ｌ ２ （ ＜ Ｌ １ ） 手 前 の 地 点  
に 自 車 両 １ が 到 達 す る ま で は 、 セ ン サ １ １ に よ る 車 線 境 界 線 の 認 識 結 果 に 基 づ い て 生 成 し  
た 目 標 走 行 軌 道 に 沿 っ て 走 行 す る よ う に 車 両 挙 動 制 御 装 置 １ ９ を 制 御 し て よ い 。 分 岐 開 始  
地 点 Ｐ ｓ よ り も 第 ２ 所 定 距 離 Ｌ ２ 手 前 の 地 点 を 通 過 し た 後 は 、 高 精 度 地 図 情 報 の リ ン ク 形  
状 に 基 づ い て 生 成 し た 目 標 走 行 軌 道 に 沿 っ て 走 行 す る よ う に 車 両 挙 動 制 御 装 置 １ ９ を 制 御  
し て よ い 。 す な わ ち 、 分 岐 開 始 地 点 Ｐ ｓ よ り も 第 ２ 所 定 距 離 Ｌ ２ 手 前 の 地 点 に 自 車 両 １ が  
到 達 し た 時 点 で 、 自 律 操 舵 制 御 に 用 い る 目 標 走 行 軌 道 を 、 セ ン サ １ １ に よ る 車 線 境 界 線 の  
認 識 結 果 に 基 づ い て 生 成 し た 目 標 走 行 軌 道 か ら 、 高 精 度 地 図 情 報 の リ ン ク 形 状 に 基 づ い て  
生 成 し た 目 標 走 行 軌 道 に 切 り 替 え て よ い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 軌 道 生 成 部 ３ ４ ａ は 、 シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ １ 又 は 修 正 済 み シ ョ ー ト カ ッ ト 軌  
道 Ｓ Ｔ ２ に 基 づ い て 、 目 標 走 行 軌 道 を 生 成 す る か 否 か を 判 定 す る 。
　 例 え ば 、 第 ２ リ ン ク Ｌ Ｋ ２ の 曲 率 変 化 （ す な わ ち 第 ２ 車 線 Ｔ Ｌ ２ の 曲 率 変 化 ） が 小 さ い  
場 合 、 シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ １ 又 は 修 正 済 み シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ ２ に 基 づ く 目 標 走  
行 軌 道 に 沿 っ て 自 車 両 １ が 走 行 す る と 、 第 １ 道 路 Ｒ １ か ら 第 ２ 道 路 Ｒ ２ へ の 移 動 が 遅 く な  
り 乗 員 に 違 和 感 を 与 え る 虞 が あ る 。
　 そ こ で 、 軌 道 生 成 部 ３ ４ ａ は 、 第 １ リ ン ク Ｌ Ｋ １ １ の 曲 率 と 第 ２ リ ン ク Ｌ Ｋ ２ の 曲 率 と  
の 間 の 曲 率 差 （ す な わ ち 第 １ 車 線 Ｔ Ｌ １ の 曲 率 と 第 ２ 車 線 Ｔ Ｌ ２ の 曲 率 と の 間 の 曲 率 差 ）  
を 算 出 す る 。 曲 率 差 が 所 定 の 閾 値 以 上 で あ る 場 合 に は 、 シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ １ 又 は 修  
正 済 み シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ ２ に 基 づ い て 目 標 走 行 軌 道 を 生 成 す る 。 こ の 場 合 に 、 シ ョ  
ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ １ が 第 １ リ ン ク Ｌ Ｋ １ ２ を 跨 ぐ 軌 道 で あ る 場 合 に は 修 正 済 み シ ョ ー ト  
カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ ２ に 基 づ い て 目 標 走 行 軌 道 を 生 成 し 、 シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ １ が 第 １ リ  
ン ク Ｌ Ｋ １ ２ を 跨 が な い 軌 道 で あ る 場 合 に は シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ １ に 基 づ い て 目 標 走  
行 軌 道 を 生 成 す る 。
　 曲 率 差 が 未 満 で あ る 場 合 に は 、 軌 道 生 成 部 ３ ４ ａ は 、 第 ２ リ ン ク Ｌ Ｋ ２ の 形 状 に 基 づ い  
て 目 標 走 行 軌 道 を 生 成 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 例 え ば 、 シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ １ や 修 正 済 み シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ ２ は 、 第 ２  
車 線 Ｔ Ｌ ２ 外 に 自 車 両 １ が は み 出 す 軌 道 と な る 虞 が あ る 。 す な わ ち 、 シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道  
Ｓ Ｔ １ や 修 正 済 み シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ ２ に 基 づ く 目 標 走 行 軌 道 に 沿 っ て 自 車 両 １ が 走  
行 し た 場 合 に 、 第 ２ 車 線 Ｔ Ｌ ２ の 車 線 境 界 の う ち 第 １ 車 線 Ｔ Ｌ １ と 反 対 側 の 車 線 境 界 を 自  
車 両 １ が 超 え る 可 能 性 が あ る 。
　 図 ７ の シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ １ の 例 で は 、 区 間 Ｓ に お い て シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ １  
が 第 ２ リ ン ク Ｌ Ｋ ２ よ り も 第 １ リ ン ク Ｌ Ｋ １ ２ か ら 遠 い 位 置 を 通 過 し て い る 。 こ の た め 、  
シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ １ に 沿 っ て 走 行 し た 場 合 、 区 間 Ｓ で は 自 車 両 １ が 第 ２ 車 線 Ｔ Ｌ ２
の 車 線 境 界 の う ち 第 １ 車 線 Ｔ Ｌ １ と 反 対 側 の 車 線 境 界 を 超 え る 可 能 性 が あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ こ で 、 シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ １ が 第 １ リ ン ク Ｌ Ｋ １ ２ を 跨 が な い 軌 道 で あ る 場 合 に  
は 、 軌 道 生 成 部 ３ ４ ａ は 、 シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ １ に 基 づ く 目 標 走 行 軌 道 に 沿 っ て 自 車  
両 １ が 走 行 す る と 、 第 ２ 車 線 Ｔ Ｌ ２ の 車 線 境 界 の う ち 第 １ 車 線 Ｔ Ｌ １ と 反 対 側 の 車 線 境 界  
を 自 車 両 １ が 超 え る か 否 か を 判 定 す る 。 シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ １ が 第 １ リ ン ク Ｌ Ｋ １ ２  
を 跨 ぐ 軌 道 で あ る 場 合 に は 、 修 正 済 み シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ ２ に 基 づ く 目 標 走 行 軌 道 に  
沿 っ て 自 車 両 １ が 走 行 す る と 、 第 ２ 車 線 Ｔ Ｌ ２ の 車 線 境 界 の う ち 第 １ 車 線 Ｔ Ｌ １ と 反 対 側  
の 車 線 境 界 を 自 車 両 １ が 超 え る か 否 か を 判 定 す る 。
　 シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ １ 又 は 修 正 済 み シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ ２ に 基 づ く 目 標 走 行 軌  
道 に 沿 っ て 自 車 両 １ が 走 行 す る と 、 第 ２ 車 線 Ｔ Ｌ ２ の 車 線 境 界 の う ち 第 １ 車 線 Ｔ Ｌ １ と 反  
対 側 の 車 線 境 界 を 自 車 両 １ が 超 え る と 判 定 し た 場 合 、 軌 道 生 成 部 ３ ４ ａ は 、 第 ２ リ ン ク Ｌ  
Ｋ ２ の 形 状 に 基 づ い て 目 標 走 行 軌 道 を 生 成 す る 。
　 シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ １ が 第 １ リ ン ク Ｌ Ｋ １ ２ を 跨 が な い 軌 道 で あ り 、 シ ョ ー ト カ ッ  
ト 軌 道 Ｓ Ｔ １ に 基 づ く 目 標 走 行 軌 道 に 沿 っ て 自 車 両 １ が 走 行 し て も 、 第 ２ 車 線 Ｔ Ｌ ２ の 車  
線 境 界 の う ち 第 １ 車 線 Ｔ Ｌ １ と 反 対 側 の 車 線 境 界 を 自 車 両 １ が 超 え な い 場 合 、 軌 道 生 成 部  
３ ４ ａ は 、 シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ １ に 基 づ い て 目 標 走 行 軌 道 を 生 成 す る 。 シ ョ ー ト カ ッ  
ト 軌 道 Ｓ Ｔ １ が 第 １ リ ン ク Ｌ Ｋ １ ２ を 跨 ぐ 軌 道 で あ り 、 修 正 済 み シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ  
２ に 基 づ く 目 標 走 行 軌 道 に 沿 っ て 自 車 両 １ が 走 行 し て も 、 第 ２ 車 線 Ｔ Ｌ ２ の 車 線 境 界 の う  
ち 第 １ 車 線 Ｔ Ｌ １ と 反 対 側 の 車 線 境 界 を 自 車 両 １ が 超 え な い 場 合 、 軌 道 生 成 部 ３ ４ ａ は 、  
修 正 済 み シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ ２ に 基 づ い て 目 標 走 行 軌 道 を 生 成 す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ７ に お い て 軌 道 生 成 部 ３ ４ ａ は 、 シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ １ （ 修 正 済 み シ ョ  
ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ ２ が 算 出 さ れ た 場 合 に は 修 正 済 み シ ョ ー ト カ ッ ト 軌 道 Ｓ Ｔ ２ ） に 基 づ  
く 目 標 走 行 軌 道 に 沿 っ て 自 車 両 １ が 走 行 す る と 、 第 ２ 車 線 Ｔ Ｌ ２ の 車 線 境 界 の う ち 第 １ 車  
線 Ｔ Ｌ １ と 反 対 側 の 車 線 境 界 を 自 車 両 １ が 超 え る か 否 か を 判 定 す る 。 車 線 境 界 を 自 車 両 １  
が 超 え る 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ： Ｙ ） に 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ９ へ 進 む 。 車 線 境 界 を 自 車 両 １ が  
超 え な い 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ： Ｎ ） に 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ８ へ 進 む 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ７
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 ７ 】
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